
平成２５年度第４回兵庫県入札監視委員会 議事概要

開催日及び場所 平成26年３月７日（金） 兵庫県立ひょうご女性交流館５０１

委 員

泉水 文雄 （神戸大学大学院法学研究科教授）

小西 庸夫 （元兵庫県代表監査委員）

池田 千鶴 （神戸大学大学院法学研究科准教授）

大搗 幸男 （弁護士）

東 恭子 （公認会計士）

対 象 期 間 平成25年 10月１日 ～ 平成25年 12月 31日

事務局報告 平成２５年度第３回委員会の議事概要

議案１ 入札及び契約手続の運用状況等の報告

対象工事※件数 701 件 対象期間中の指名停止件数 13 件

対象工事の契約金額合計 40,548,892 千円 対象期間中の資格制限件数 1 件

対象工事の平均落札率 89.7 ％ ※対象期間中に契約締結した契約予定金額250万円超の工事

議案２ 抽出した工事に係る入札及び契約手続等の審議

抽出案件 総数 5 件

一般競争入札 - 件

公募型一般競争入札 1 件

制限付き一般競争入札 1 件

指名競争入札 3 件

う

ち

随意契約 - 件

質問・意見 回 答

委員からの質問・意見
それに対する回答等

別紙のとおり 別紙のとおり

委員会による意見の具申
又は勧告の内容

無し



別 紙

議題 質 問 ・ 意 見 回 答

１ 事務局報告
平成２５年度第３回委員会の議事概要について

入札及び契約手続の運用状況等の報告
Ｈ25．10．1 ～ 12．31の入札・契約状況

２

・ 指名停止基準別表第２・２(1)ウ適用の指名停止に
関し、各者の指名停止期間の相違について教えていた
だきたい。

・ 指名停止基準第４条に指名停止期間の特例を規定
しており、独占禁止法違反の程度に応じて期間の長
短が生じている。

３ 抽出した工事に係る入札及び契約手続き等の審議
公募型一般競争入札：

⑴ 警察本部（会計課）発注
｢本部交通管制センターほか中央システム高度化工事｣
・ 昨年度と同じように、参加者が1者で高落札率であ
るのはなぜか。

・ 今年度で標準化の設定が全て終わるので、次回か
らは、これまでのように技術的に制約された形態は
緩和されると思われる。

制限付き一般競争入札：
⑵ 但馬県民局（新温泉土木事務所）発注
「(国)１７８号 交通安全 歩道設置工事」
・ 応札者が全員予定価格内で納まり、かつ高落札率で
あるのはなぜか。

・ 一般的に道路や河川工事は類似工事となり、積算
基準や過去の事例から比較的予定価格を推測しやす
い傾向にあるためだと思われる。
178号線は但馬の海岸沿いを走る幹線道路であり、
交通量が多いことから、工事については片側通行を
する必要があり、そのため通行車管理の費用や、片
側通行に伴う作業スペースの狭小化による作業効率
の低下等を見込んで、高めの入札となったのではな
いかと思われる。

指名競争入札：
⑶ 県土整備部（契約管理課(設備課)）発注
「県立こども病院昇降機設備工事」
・ 指名選定理由書の技術的適正として、工事場所の近
隣に事故時緊急出動拠点を有する者となっているが、
その期間は。

・ 工事期間中である。重大な閉じ込め事故や制御回
路の不能など、メーカーでなければ部品供給や修繕
の対応ができない範囲があり、このようなサービス
体制を考慮し指名選定を行っている。

⑷ 神戸県民局（神戸土地改良センター）発注
「神戸北１期地区地すべり防止工事(その３)」
・ 落札業者以外は、予定価格よりかなり高い金額で応
札しており、また、落札業者も非常に高い落札率とな
っているのはなぜか。

・ 本工事については、使用する材料、機械等もごく
一般的なものであるうえ、工事費の積算は歩掛単価
等がほとんど公開されている等の理由から、恐らく
容易にほぼ近い金額が算定できるのではないかと考
えているが、当初の入札が不調になり、発注時期の
遅れにより工期が短くなるなどの要因が、高めの金
額となって表れたのではないかと思われる。そのよ
うな中で落札した業者は、工事現場に最も近い営業
所を有しているため、特に受注意欲が高かったので
はないかと想像している。

⑸ 企業庁（猪名川広域水道事務所）発注
「浄水池補修工事」
・ 辞退者が多く、応札者も全体的に高めの応札にあり
失格者がいないのはなぜか。

・ 本工事は、内部の塗装を一旦除去する超高圧洗浄
という作業があり、工事量の３割程度を占めている。
見積もりを６者から徴し、うち有効な５者の平均値
で設定価格を算出していることから、実際の応札価
格に上下があると思われる。辞退者が多いことにつ
いては県内の労働力あるいは資材が手薄になってい
ることが影響していると思われる。

その他：政府調達に関する苦情処理、建設工事に係る再苦情処理について
・今回は、無かった旨、事務局から報告。


